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 ⾼校⽣活最初の定期考査が終わりました。思うように結果が出なか
った⽣徒もいたかもしれませんが、⼤切なのは「どれだけ準備したか」
「次にどうつなげるか」です。定期考査の役割は、第⼀義には成績を
出すことではありません。これまでの授業・家庭学習への取り組みを
振り返り、今後の学習改善につなげるためのものです。
      

 学校の授業では次から次へと新たな内容を学ぶので、分からないこ
とを分からないままにしておくのは危険です。⽣徒の皆さんは普段から主体的に勉強に
臨んでいたでしょうか?�課題意識をもって学習を進めていたでしょうか?�受け⾝になって
勉強するとモチベーションが上がらず、なかなか机に向かうことができません。テスト
へ向けた学習として出された課題も、考査終了後に嫌々仕上げる⽻⽬になります。⾃分
の「学びに向かう⼒」を育て、次のステップへ向けて学習しましょう。
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テストは通過点！次のステップへ

 総探の授業の様⼦を紹介します。1年次⽣は、探究をするた
めに必要な思考⼒や対話⼒などの基本的なスキルを学ぶこと
から始まりました。下の写真はペーパータワー作成時のもの
です。この授業では、チーム内で意⾒を交換しながら協⼒し
て、より⾼いペーパータワーを作りました。限られた枚数の
紙を⽤いて制限時間内に最も⾼いタワーを作ったチームの優
勝です。
     

 他⼈の意⾒を聞き、かつ⾃分のアイデアを的確に伝える重
要性や、いろいろな価値観と出会うことの⼤切さ、成功事例
を調査する視点などを学ぶ良い機会となったことが事後アン
ケートからうかがえました。
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喜高祭
に向けて

総探の授業が本格的に
始まりました学校生活

▲ギネス記録（223cm）越えを狙いアイデアを出し合いました。右写真は⾼さTOP3!

５⽉中 ポスター決定

６⽉中 クラス企画決定

8/26(⽕) ２学期始業式

8/27(⽔)〜29(⾦) ⽂化祭準備（終⽇）

8/30(⼟)〜31(⽇) ⽂化祭当⽇

9/1(⽉) 後⽚付け

9/2(⽕)〜3(⽔) 振替休⽇

「⻘春謳歌」

 第２回喜⾼祭のテーマが「⻘春謳歌」
に決まりました。「⽇常の中で⼩さな幸せ
を発⾒し、美しい今を満喫しよう」「⽇々
の⼩さな出来事や仲間との関りを⼤切に
して⻘春（いま）を謳歌してほしい」と
いうメッセージが込められています。

今後の予定



おしらせ
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コース・⽂理選択について

5/27(火) 外部講師によるコース・文理選択講演会

6/2(月)～６(金) 個人面談（面接週間）

6/10(火) コース・科目選択説明会

6/20(金) 文理選択希望調査用紙（仮）提出締め切り

随時 個人面談

7/11(金) 文理選択希望調査用紙（本）提出締め切り 

discovery

2年次以降、進路希望に応じて下記の４つのコースを選択することになります。

①�アドバンスト探究コース（理系）：難関国公⽴・私⽴⼤学進学希望者
②�アドバンスト探究コース（⽂系）：難関国公⽴・私⽴⼤学進学希望者
③�スタンダード探究コース（⽂系）：国公⽴⼤学を含めた４年制⼤学・短期⼤学・専⾨学校進学希望者
④�キャリア探究コース：⺠間企業就職希望者・公務員就職希望者

1学期�期末考査
６⽉23⽇(⽉)〜

勉強はわからないままにせず、友達や先⽣に聞くことを恐れない

 ６⽉の第⼀週は、⾯接週間です。担任の先⽣との⼀対⼀の対話をとおして学
習⾯、⽣活⾯、進路希望、部活動、交友関係などについて⼀⼈ひとりの現状を
理解し、よりよい学校⽣活を送れるようにすることを⽬的に実施します。あわ
せて、⽣徒の皆さんにとっては⾼校⼊学以降現在までの⾃分を⾒つめる時間で
もあります。

 ⾃分の⽣活を振り返り、⾯接時に⾃分のありのままの気持
ちを話せるようにしましょう。当⽇は、先⽣からのアドバ
イスや励ましの⾔葉もあります。⾃分を気にかけてくれて
いる⼈の⾔葉として受け⽌め、今後につながる有意義な時間
としてください。

放課後、教室や講義室に残って学習する⽣徒は、静かに！

⾯接週間
６⽉２⽇(⽉)〜

⾷事・睡眠・適度な運動�特に季節の変わり⽬は注意

まず机に向かう→やり始める→やる気が出てくる、が本当の順番

※アドバンストコースに所属しなければ、理系を選
択することはできません。
※原則として、２年次に選択したコースを３年次に
も選択することになります。
※選択科⽬の中には２年次に選択していなければ３
年次に選択することができないものもあります。
※「苦⼿科⽬を避ける」という安易な選択になら
ないよう、⾃分の適性を知り、将来や学びたいこ
とをじっくり考えてください。

コースおよび⽂理選択決定までの⽇程

▲５⽉の中庭の様⼦

喜⾼の中庭に、今年もカルガモの親⼦がきてくれま
した。⽔辺で⾏進している様⼦は廊下を通る⼈の⼼
を和ませてくれています。その姿は我々の⽬には微
笑ましく映りますが、実際には⽣き残りをかけた
厳しい現実があるようです。たくましく成⻑し、必
死に⽣き抜くさまを観察してみてください。（４⽉
からカメが仲間⼊りしました。）


